
ものづくり企業向け 海外展開セミナー

AI需要の増加やDXの発展に伴い、半導体市場は拡大を続けています。世界半導体市場統計
（WSTS）によると、2026年の市場規模は25年比で89.9％大幅増である1兆5,112億ドル（約237
兆円）に達する見通しです。
半導体産業における海外販路の拡大に向けては、重要な生産拠点である台湾の産業構造や最新動向
を理解することの重要性が一層高まっています。
本セミナーでは、台湾半導体の概況及び最新の動向について、専門的知見をもとに解説いたします。

14:30～16:00

定員 :  6 0名 (先着順 )

参加無料

対象 :  茨城県内に拠点を

お持ちの企業

| セ ミ ナ ー 内 容 |

茨 城 県 産 業 会 館 2 F 研 修 室

お 申 込 み

詳 細

ジェトロ茨城（担当：渡邉・檜山）

029-300-2337 IBR@jetro.go.jp

＜お問合せ＞

締切：7月10日（金）

茨城県・ジェトロ茨城| 主催 |

| 後援 | （公財）いばらき中小企業グローバル推進機構、
（株）つくば研究支援センター（予定）

14:30 開会

14:35~15:40

15:40~15:50

15:50~16:00

台湾半導体産業の概況・

最新の動向について

ジェトロ茨城からの事業紹介

質疑応答・閉会

＜講師＞

桜美林大学大学院 特任教授

山田 周平（やまだしゅうへい）

【略歴】

1991年、日本経済新聞社に入社し記者として活動。台北支局長や中国総局

長を歴任し、中華圏に通算約9年間駐在。

半導体をはじめとする中台のハイテク産業の成長を現地で取材・分析してきた。

国内ではエレクトロニクスや機械など製造業分野の取材経験が豊富。

2019年より日本経済研究センター研究員を兼務し、2023年より現職。

台湾半導体産業の概況・最新の動向について

【茨城県受託事業】
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